
二
九

菅
楯
彦
「
静
湖
」
時
代
の
経
歴
と
作
品
に
つ
い
て

原
　
田
　
喜
　
子

は
じ
め
に

　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
六
月
一
一
日
か
ら
七
月
二
二
日
ま
で
関
西
大
学
博
物
館

に
て
夏
季
企
画
展
「
浪
速
の
町
絵
師
菅
楯
彦
が
愛
し
た
大
阪
」（
以
下
、
夏
季
企
画

展
）
を
開
催
し
た
。
本
展
示
で
は
、
個
人
が
所
蔵
す
る
楯
彦
作
品
の
絵
画
や
工
芸
品

な
ど
三
〇
〇
点
以
上
を
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
四
八
点
を
厳
選
し
た
。
関
西
大

学
で
は
、
か
ね
て
よ
り
、
大
阪
の
日
本
画
に
注
目
し
、「
大
坂
（
阪
）
画
壇
」
と
称
し

て
作
品
の
蒐
集
と
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
近
代
を
代
表
す
る
一

人
と
し
て
菅
楯
彦
（
一
八
七
八
～
一
九
六
三
）
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
関
西
大
学

博
物
館
で
は
《
職
業
婦
人
繪
巻
》、
関
西
大
学
図
書
館
で
は
《
き
つ
ね
よ
め
い
り
の

巻
》、
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
《
住
吉
踊
》
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
る
。

　

楯
彦
は
、
近
代
日
本
で
活
躍
し
た
絵
師
で
、
特
に
大
阪
で
大
変
な
人
気
を
博
し
た
。

自
ら
の
印
に
「
浪な
に
わ速
御み
た
み民
」
の
文
字
を
使
用
し
、
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
に
大

阪
市
名
誉
市
民
賞
を
受
け
た
。
楯
彦
が
描
い
た
大
阪
の
風
景
や
人
々
の
姿
は
「
浪
速

風
俗
画
」
と
呼
ば
れ
、
現
代
人
に
と
っ
て
は
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
江
戸
末
期
か
ら

明
治
初
期
の
大
阪
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
貴
重
な
視
覚
資
料
で
も
あ
る
。
そ
の
作
風
は

軽
妙
洒
脱
で
親
し
み
や
す
く
、
洗
練
さ
れ
た
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
。
日
本

画
人
気
が
低
迷
す
る
現
在
で
も
、
楯
彦
作
品
は
受
け
継
が
れ
、
茶
道
界
隈
や
神
社
関

係
者
を
主
に
根
強
い
人
気
を
保
っ
て
い
る
。

　

楯
彦
に
関
す
る
展
覧
会
は
、
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
鳥
取
県
立
博
物
館
で

「
没
後
五
十
年
菅
楯
彦
展
―
浪
速
の
粋
雅
人
の
こ
こ
ろ
―
」
が
大
規
模
に
開
催
さ

れ
、
本
稿
は
そ
の
展
覧
会
図
録
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
近
年
で
は
、
楯
彦
を
含

む
大
坂
画
壇
の
作
品
群
の
展
覧
会
が
京
都
、
大
阪
、
東
京
で
開
催
さ
れ
、
関
西
大
学

の
所
蔵
品
も
出
品
さ
れ
た
。
夏
季
企
画
展
で
は
、
個
人
が
所
蔵
す
る
掛
け
軸
や
着
物

の
帯
、
陶
磁
器
な
ど
日
常
生
活
に
則
し
た
作
品
を
多
数
公
開
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
な
か
で
、
楯
彦
の
経
歴
や
作
風
、
交
友
関
係
な
ど
、
明
ら
か

に
さ
れ
て
き
た
功
績
は
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
楯
彦
」
を
雅
号
と
す
る
以
前
の

「
静
湖
」
と
号
し
て
い
た
時
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
研
究
論
文
は
な
い
。
そ
こ

で
本
稿
は
、
関
西
大
学
の
大
坂
画
壇
研
究
の
一
端
と
し
て
、
菅
楯
彦
の
静
湖
時
代
に

つ
い
て
述
べ
る
。
多
作
で
あ
っ
た
楯
彦
時
代
に
比
べ
て
、
静
湖
時
代
の
作
品
は
か
な

り
少
な
い
が
、
筆
者
は
夏
季
企
画
展
の
調
査
に
よ
り
「
静
湖
」
の
落
款
の
あ
る
作
品

二
点
を
直
に
観
る
こ
と
が
で
き
た
。
菅
楯
彦
の
研
究
を
進
め
る
う
え
で
、
静
湖
時
代
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る
掛
け
軸
の
作
画
を
中
心
に
、
屏
風
や
襖
、
陶
磁
器
な
ど
へ
の
絵
付
け
、
木
版
画
の

下
絵
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
人
々
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
仕
事
を
担
っ
た
。
江
戸
時
代

に
、
町
人
の
経
済
力
が
高
ま
り
、
絵
画
の
需
要
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
多
く
の
町
絵

師
が
各
地
に
誕
生
し
た
。
巷
で
は
絵
師
の
番
付
が
流
布
し
、
人
気
や
価
格
が
可
視
化

さ
れ
た
。

　

町
絵
師
が
手
掛
け
る
絵
画
に
は
、
注
文
画
の
他
に
仕し
こ
み込
絵え

が
あ
る
。
仕
込
絵
と
は
、

注
文
前
に
制
作
し
て
お
く
既
製
品
の
こ
と
で
あ
る
。
町
絵
師
が
頻
繁
に
扱
っ
た
画
題

は
春
夏
秋
冬
の
季
節
の
花
鳥
画
や
、
五
節
句
の
行
事
に
関
す
る
も
の
、
神
仏
や
故
事

に
関
す
る
も
の
、
富
貴
や
験
担
ぎ
な
ど
で
あ
り
、
作
者
個
人
の
個
性
を
発
揮
す
る
も

の
で
は
な
く
、
伝
統
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
型
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人
気
の
あ
る

画
題
や
構
図
は
繰
り
返
し
利
用
し
、
一
点
物
の
制
作
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
人
気
の
あ
る
絵
師
は
弟
子
を
制
作
に
加
え
、
工
房
で
量
産
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、

人
気
の
絵
師
の
作
品
は
贋
作
も
多
く
作
ら
れ
、
贋
作
専
門
の
絵
師
も
い
た
。
町
絵
師

の
作
品
は
制
作
年
代
が
判
明
し
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
よ

り
、
特
定
の
町
絵
師
の
作
品
を
系
統
立
て
て
捉
え
る
こ
と
や
、
作
品
の
真
贋
判
定
は

困
難
を
極
め
る
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
幕
藩
体
制
の
崩
壊
に
よ
り
御
用
絵
師
・
奥
絵
師
は
姿
を
消

す
が
、
町
絵
師
は
新
興
の
実
業
家
な
ど
新
た
な
顧
客
を
得
て
生
き
続
け
る
者
も
い
た
。

一
方
で
、
博
覧
会
や
展
覧
会
な
ど
公
の
場
に
作
品
を
発
表
す
る
人
を
画
家
と
呼
び
、

町
絵
師
と
相
対
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
く
。
絵
画
教
育
を
行
う
学
校
が
い

ち
早
く
開
設
さ
れ
た
東
京
と
京
都
で
は
、
多
く
の
画
家
を
輩
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

世
間
の
美
術
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
画
家
も
注
目
さ
れ
、
博
覧
会
や
展
覧
会

で
の
受
賞
歴
に
応
じ
て
作
品
の
価
格
が
高
騰
し
た
。
さ
ら
に
、
近
代
化
に
よ
っ
て
西

を
知
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
本
稿
が
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
る
。

一
、
菅
楯
彦
お
よ
び
静
湖
の
経
歴
と
時
代
背
景

　

楯
彦
は
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
三
月
四
日
に
鳥
取
県
で
生
ま
れ
、
藤
太
郎
と

名
付
け
ら
れ
た
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
頃
、
家
族
で
大
阪
へ
移
住
し
、「
盛

南
」
と
号
す
る
父
・
大
二
郎
（
一
八
四
四
～
一
八
九
七
）
は
襖
絵
師
と
し
て
生
計
を

立
て
た
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
藤
太
郎
が
一
一
歳
の
時
、
盛
南
が
中
風
症
に

な
り
、
藤
太
郎
が
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
雅
号
の
「
盛
虎
」
は
、
盛
南
か
ら

「
盛
」
を
と
り
、
藤
太
郎
が
寅
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
虎
」
を
つ
け
た
と
推

測
さ
れ
る
。
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、
十
七
歳
の
年
に
「
静
湖
」
へ
と
改
号
す

る
。「
盛
虎
」
と
読
み
は
同
じ
で
漢
字
を
変
え
て
い
る
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、

一
九
歳
で
父
を
亡
く
し
た
後
は
絵
の
師
匠
は
持
た
ず
、
狩
野
派
、
四
条
派
、
土
佐
派
、

浮
世
絵
派
な
ど
を
模
写
し
、
独
学
で
画
業
を
磨
い
た
と
い
わ
れ
る
。
明
治
三
二
年
（
一

八
九
九
）
九
月
に
鎌
垣
春
岡
（
一
八
三
三
～
一
九
〇
九
）
か
ら
国
学
と
有
職
故
実
を

学
ん
だ
頃
、「
静
香
」
と
い
う
号
を
用
い
て
い
る①
。
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
六
月

五
日②
、
二
四
歳
の
時
、
春
岡
か
ら
「
楯
彦
」
の
号
を
授
か
り
、
生
涯
名
乗
り
続
け
た
。

　

生
前
は
一
世
を
風
靡
し
た
楯
彦
が
、
現
在
普
及
す
る
日
本
美
術
史
上
に
名
前
が
出

て
こ
な
い
要
因
は
、
日
本
美
術
史
の
基
礎
を
構
築
し
た
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三
～
一

九
一
三
）
が
大
坂
の
絵
画
を
評
価
し
な
か
っ
た③
こ
と
が
根
底
に
あ
る
。
ま
た
、
他
の

理
由
と
し
て
、
楯
彦
が
「
一
介
の
町
絵
師
」
と
自
称
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

町
絵
師
と
は
、
江
戸
時
代
に
幕
府
や
大
名
に
雇
わ
れ
た
御
用
絵
師
・
奥
絵
師
に
対

し
て
、
町
人
を
主
な
顧
客
と
す
る
絵
師
の
こ
と
を
指
す
。
民
家
の
床
の
間
に
飾
ら
れ
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こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
町
絵
師
の
活
動
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
普

及
す
る
日
本
美
術
史
で
は
、
町
絵
師
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
日
本
近
代
美
術
史

は
、
東
京
と
京
都
を
中
心
に
、
画
家
の
活
動
を
主
に
し
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
大
阪

の
、
ま
し
て
町
絵
師
の
活
動
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
の
傾
向
の
中
で
、
自
身
の

作
品
を
審
査
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
展
覧
会
と
距
離
を
置
き
、
大
阪
の
「
一
介
の
町

絵
師
」
と
自
称
し
た
楯
彦
は
日
本
美
術
史
か
ら
零
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
、
静
湖
の
経
歴
を
振
り
返
る
。
父
の
襖
絵

師
を
引
き
継
ぎ
、
家
業
外
で
幻
燈
絵
の
彩
色
を
手
伝
っ
た
。
そ
の
日
当
は
昼
食
付
で

一
五
銭⑦
だ
っ
た
と
い
う
。
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
の
民
間
の
日
雇
い
の
日
当
が

約
一
六
銭⑧
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
当
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
が
、
収
入
は
多
く
な

い
。
生
活
に
苦
労
し
た
こ
と
は
楯
彦
が
度
々
語
っ
て
い
る
。

　

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）、
二
〇
歳
の
年
、
春
頃
に
山
本
梅
崖
（
一
八
五
二
～
一

九
二
八
）
の
梅
情
處
塾
で
漢
学
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。
同
年
夏
頃
に
徴
兵
さ
れ
る
が
、

間
も
な
く
除
隊
と
な
る
。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
九
月
に
鎌
垣
春
岡
に
国
学
と

有
職
故
実
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。
明
治
三
〇
年
前
後
は
画
道
一
辺
倒
で
は
な
く
、
勉

学
に
励
ん
だ
時
期
で
、
春
岡
の
影
響
に
よ
る
国
粋
的
な
思
想
に
染
ま
っ
て
い
た⑨
。
明

治
三
三
年
（
一
九
〇
一
）
か
ら
雅
楽
を
習
い
始
め
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に

は
、
民
間
に
よ
る
雅
楽
伝
承
組
織
で
あ
る
雅
亮
会
に
入
会
す
る
。

　

貧
し
い
生
活
の
な
か
、
複
数
の
稽
古
事
の
謝
礼
を
ど
の
よ
う
に
し
て
支
払
っ
て
い

た
の
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）、
静
湖
が
二
一
歳

の
時
、
神
戸
新
聞
社
に
挿
絵
画
家
と
し
て
入
社
し
、
月
給
三
〇
円⑩
を
得
る
よ
う
に
な

る
。
同
年
の
非
官
吏
の
公
務
員
の
月
給
が
二
一
・
一
円
、
民
間
の
製
造
業
従
事
者
が

一
〇
・
八
円⑪
で
あ
っ
た
。
神
戸
新
聞
社
の
挿
絵
の
仕
事
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）

洋
美
術
の
影
響
を
受
け
、
一
点
物
の
絵
画
に
お
け
る
個
性
の
表
現
が
「
芸
術
」
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
画
家
の
中
に
は
版
画
の
下
絵
や
道
具
の
絵

付
け
な
ど
日
常
生
活
に
則
し
た
仕
事
を
卑
下
す
る
も
の
も
い
た
。
そ
の
よ
う
な
傾
向

に
よ
り
、
画
家
と
そ
の
作
品
は
非
日
常
的
な
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

町
絵
師
が
作
品
を
広
め
る
主
な
場
と
し
て
書
画
会
が
あ
っ
た
。
書
画
会
と
は
、
宴

席
で
行
わ
れ
る
書
や
絵
画
の
即
売
会
で
あ
る
。
文
人
や
書
家
、
儒
者
な
ど
が
料
亭
に

宴
席
を
設
け
、
集
ま
っ
た
客
に
作
品
を
販
売
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
か
ら
江
戸
、
大

坂
、
京
都
な
ど
の
都
市
を
中
心
に
盛
ん
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
明
治
時
代
に
規
模
が
巨

大
化
し
て
い
き
、
明
治
時
代
後
半
に
そ
の
数
は
減
少
し
た
。
書
画
会
は
私
的
な
要
素

が
強
く
、
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
出
品
数
が

一
〇
〇
件
を
超
え
る
よ
う
な
大
規
模
な
書
画
会
に
つ
い
て
は
引
札
や
目
録
な
ど
か
ら

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
部
分
も
あ
る
が④
、
記
録
に
も
残
ら
な
い
小
規
模
な
書
画
会
が

相
当
数
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
画
会
で
は
、
仕
込
絵
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
絵

師
に
即
興
の
制
作
を
求
め
る
席
画
が
行
わ
れ
、
絵
を
描
く
行
為
自
体
が
見
世
物
と
し

て
楽
し
ま
れ
た
。
ま
た
、
様
々
な
分
野
の
知
識
人
が
集
ま
り
交
流
す
る
こ
と
で
、
文

化
力
を
高
め
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

楯
彦
が
活
動
し
た
大
阪
は
、
江
戸
時
代
か
ら
世
界
一
と
い
わ
れ
た
経
済
都
市
で
あ

り
、
東
京
と
京
都
に
比
べ
、
遷
都
の
混
乱
も
少
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
時

の
大
阪
に
お
け
る
絵
画
の
購
入
人
口
は
西
日
本
で
は
突
出
し
て
お
り⑤
、
実
用
的
な
生

活
の
中
で
使
う
た
め
の
絵
画
が
多
い⑥
と
言
わ
れ
る
。
床
の
間
の
掛
け
軸
な
ど
家
庭
用

の
需
要
に
加
え
、
店
舗
や
会
社
の
装
飾
、
実
業
家
の
進
物
と
し
て
な
ど
多
様
な
需
要

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
茶
道
が
庶
民
に
も
嗜
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
茶
席
に
掛
け

る
軸
や
道
具
類
の
絵
付
け
な
ど
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。



三
二

（
一
九
〇
二
）、
楯
彦
の
号
を
授
か
る
前
の
四
月
一
七
日
に
、
京
都
へ
絵
画
共
進
会
を

観
に
行
き
、
そ
の
日
の
日
記
か
ら
、
古
画
を
尊
重
し
新
画
の
傾
向
を
嫌
っ
た
た
め
に

展
覧
会
へ
の
出
品
を
好
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑭
。

　

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）、
楯
彦
と
な
っ
た
翌
年
に
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五

回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
《
兼
好
法
師
之
図
》
を
出
品
す
る
が
落
選
す
る
。
同
年
九
月

二
九
日
の
日
記
に
は
「
是
よ
り
数
年
前
の
ご
と
く
仕
入
（
込
）
画
に
て
活
計
を
立
ん

と
存
ず⑮
」
と
あ
り
、
展
覧
会
出
品
へ
の
諦
め
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
静
湖
時
代

は
仕
込
絵
に
て
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
頃
は
新
聞
社
を
退
社
し

て
お
り
、
教
職
も
辞
め
た
こ
と
に
よ
り
、
再
び
生
活
に
困
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
た⑯
。

　

約
四
年
半
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
静
湖
時
代
で
あ
る
が
、
楯
彦
時
代
の
実

績
に
直
結
す
る
経
験
が
多
分
に
見
受
け
ら
れ
る
。

二
、
静
湖
の
絵
師
と
し
て
の
位
置
づ
け

　

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
秋
、
盛
虎
が
十
五
歳
の
時
、
日
本
美
術
協
会
に
出
品

し
た
《
舜
帝
盲
父
孝
養
図
》
が
受
賞
は
し
な
か
っ
た
が
、
一
円
八
〇
銭
で
売
れ
た
と

い
う⑰
。
こ
の
金
額
が
い
か
ほ
ど
の
も
の
な
の
か
、
以
下
の
こ
と
か
ら
、
明
治
二
〇
年

代
後
半
の
盛
虎
お
よ
び
静
湖
の
絵
師
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
窺
っ
て
み
る
。

　

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
発
行
さ
れ
た
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
館

出
品
目
録⑱
』
に
出
品
物
の
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
東
京
府
の

橋
本
雅
邦
（
一
八
三
五
～
一
九
〇
八
）
の
《
釋
迦
十
六
羅
漢
圖
》（
屏
風
一
双
）
は
非

売
品
で
あ
る
が
五
〇
〇
円
の
値
が
つ
い
て
い
る
。
京
都
府
の
鈴
木
松
年
（
一
八
四
八

～
一
九
一
八
）
の
《
群
仙
圖
》（
屏
風
六
曲
一
双
）
も
非
売
品
で
あ
る
が
五
〇
〇
円
の

頃
か
ら
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
お
り⑫
、
そ
の
収
入
に
よ
り
貧
困
を
脱
し
た
と
見
え

る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
か
ら
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
間
、
大

阪
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
の
嘱
託
と
な
り
、
美
術
と
歴
史
を
教
え
た
。
同
学
校
に
勤
め

る
松
原
三
五
郎
（
一
八
六
四
～
一
九
四
六
）
か
ら
洋
画
を
学
び
、
明
治
三
四
年
（
一

九
〇
一
）
に
は
内
弟
子
を
取
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
の
挿
絵
画
家
と
し
て

の
経
験
に
よ
っ
て
、
楯
彦
が
谷
崎
潤
一
郎
（
一
八
八
六
～
一
九
六
五
）
の
複
数
の
作

品
に
挿
絵
を
提
供
す
る
に
繋
が
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

　

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）、
静
湖
が
二
〇
歳
の
年
、
南
画
家
の
森
琴
石
（
一
八
四

三
～
一
九
二
一
）
が
設
立
し
た
扶
桑
絵
画
協
会
に
入
会
し
て
い
る
。
南
画
は
江
戸
時

代
に
全
国
的
に
人
気
を
博
し
、
明
治
中
期
以
降
は
衰
退
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か

し
、
大
阪
で
は
根
強
い
人
気
が
残
っ
て
お
り
、
琴
石
の
人
気
は
随
一
で
あ
っ
た
。
琴

石
は
博
覧
会
や
共
進
会
を
作
品
発
表
の
場
と
し
、
自
ら
日
本
南
画
会
や
全
国
絵
画
品

評
会
を
起
こ
し
、
作
品
を
審
査
し
て
公
開
す
る
方
法
に
よ
り
絵
画
の
振
興
に
勤
め
た
。

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
、
琴
石
が
教
員
を
務
め
た
浪
華
画
学
校
の
同
僚
で
あ

る
守
住
貫
魚
（
一
八
〇
九
～
一
八
九
二
）、
上
田
耕
冲
（
一
八
一
九
～
一
九
一
一
）
ら

と
と
も
に
大
阪
絵
画
品
評
会
を
開
催
し
た
。
そ
こ
に
は
、
南
画
に
限
ら
ず
、
大
阪
の

絵
画
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
試
み
が
見
え
る
。
さ
ら
に
、
琴
石
は
儒
学
や
漢
籍
、

詩
文
を
学
び
、
幅
広
い
分
野
と
地
域
で
人
脈
を
築
き
、
響
泉
堂
の
名
で
銅
版
画
師
と

し
て
も
活
動
す
る
な
ど
多
彩
な
経
歴
を
持
つ⑬
。
こ
の
よ
う
に
、
多
彩
な
経
歴
を
持
つ

絵
師
が
大
阪
に
は
多
く
、
静
湖
も
そ
の
よ
う
な
絵
師
の
在
り
方
を
知
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。

　

静
湖
が
扶
桑
絵
画
協
会
へ
入
会
し
た
経
緯
や
実
績
は
分
か
り
か
ね
る
が
、
当
時
の

静
湖
は
展
覧
会
活
動
を
避
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
三
五
年



三
三

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
版
に
も
静
湖
の
号
で
掲
載
さ
れ
て
い
る⑲
。
そ
れ
は
、
改

号
が
編
纂
者
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　

日
本
画
の
作
者
を
相
撲
の
番
付
に
見
立
て
て
お
り
、「
大
関
」、「
関
脇
」、「
小
結
」

の
三
役
は
九
名
で
、
六
〇
〇
名
ほ
ど
が
「
前
頭
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
前

頭
」
の
中
で
も
上
段
の
名
前
は
三
役
と
同
じ
文
字
の
大
き
さ
で
、
下
段
に
な
る
ほ
ど

文
字
が
小
さ
く
な
る
。
静
湖
は
上
か
ら
二
段
目
、
下
か
ら
四
段
目
で
、
文
字
の
大
き

さ
は
大
中
小
の
う
ち
中
の
大
き
さ
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
雅
邦
、
松
年

は
「
總
後
見
」、
玉
章
は
「
大
関
」、
五
雲
は
静
湖
と
同
じ
「
前
頭
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
大
正
一
六
年
度
版
（
実
際
は
昭
和
二
年
の
は
ず
）
で
は
、「
菅
楯
彦
」
が

「
行
司
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、
五
雲
は
河
合
玉
堂
（
一
八
七
三
～
一
九
五
七
）
と
並
ん

で
「
總
後
見
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

静
湖
は
、
十
代
か
ら
二
〇
代
に
か
け
て
、
徐
々
に
絵
師
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
上

げ
て
い
き
、
五
〇
歳
前
に
は
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
静
湖
時
代
の
肉
筆
画
に
つ
い
て

　

楯
彦
時
代
に
比
べ
て
、
静
湖
時
代
で
確
認
さ
れ
て
い
る
肉
筆
画
は
か
な
り
少
な
い

が
、『
画
聖 

菅
楯
彦
名
作
大
成
』（
一
九
七
三
年
、
清
文
堂
出
版
）
に
五
点
、
展
覧
会

カ
タ
ロ
グ
『
没
後
五
十
年
菅
楯
彦
展
―
浪
速
の
粋
雅
人
の
こ
こ
ろ
―
』（
鳥
取
県

立
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
、
以
下
『
没
後
五
十
年
展
』）
に
六
点
の
作
品
画
像
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
二
点
が
重
複
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

『
郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
第
八
回
菅
盛
南
』（
倉
吉
博
物
館
、
一
九
八
二
）
に
も
三
点
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
二
点
は
『
画
聖 

菅
楯
彦
名
作
大
成
』、『
没
後

値
が
つ
い
て
い
る
。
大
阪
府
で
最
も
高
い
値
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
上
田
耕
冲
ら
数

点
が
五
〇
円
、
最
も
低
い
値
が
松
井
朠
雪
（
生
没
年
不
詳
）
の
《
鷺
》
が
四
円
五
〇

銭
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
森
琴
石
の
《
秋
山
曳
杖
》
は
三
〇
円
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
明
治
三
〇
年
代
の
番
付
か
ら
静
湖
の
絵
師
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
窺
っ
て

み
る
。

　

明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
改
正
・
発
行
さ
れ
た
「
古
今
名
家
新
撰
書
画
一
覧
」

は
、
大
阪
の
中
島
徳
兵
衛
（
生
没
年
不
詳
）
が
編
纂
し
、
一
五
銭
で
販
売
さ
れ
た
。

絵
師
、
書
家
、
文
学
、
俳
人
な
ど
の
人
名
を
枠
で
分
類
し
て
掲
載
し
て
お
り
、
最
も

多
く
の
人
名
を
掲
載
し
て
い
る
枠
が
「
現
今
皇
国
各
派
」
と
「
現
今
南
北
各
派
」
で

あ
る
。「
現
今
皇
国
各
派
」
は
、
現
在
の
日
本
美
術
史
分
類
上
で
い
う
、
狩
野
派
、
四

条
・
円
山
派
を
基
礎
と
す
る
写
実
的
な
画
風
の
派
閥
を
指
し
て
い
る
。「
現
今
皇
国
各

派
」
は
二
一
二
名
を
掲
載
し
、
東
京
が
二
一
名
、
京
都
が
九
六
名
、
大
阪
が
八
六
名
、

そ
の
他
が
九
名
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
京
阪
の
名
が
多
い
の
は
、
販
売
さ
れ
る
地
域
性

を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
枠
の
上
部
中
央
に
は
、
東
京
の
橋
本
雅
邦
、
京
都
の

鈴
木
松
年
、
川
端
玉
章
（
一
八
四
二
～
一
九
一
三
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
静
湖
は

上
か
ら
三
段
目
、
下
か
ら
四
段
目
に
、
雅
邦
、
松
年
、
玉
章
の
半
分
よ
り
小
さ
い
文

字
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
静
湖
が
掲
載
さ
れ
た
同
じ
段
で
同
じ
文
字
の
大
き
さ
の
名

前
は
、
静
湖
以
外
に
二
五
名
い
る
が
、
西
村
五
雲
（
一
八
七
七
～
一
九
三
八
）
以
外

の
ほ
と
ん
ど
が
現
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
改
正
・
発
行
さ
れ
た
「
大
日
本
繪
画
署
名

大
見
立
」
で
は
、
相
撲
の
「
前
頭
」
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。「
大
日
本
繪
画
署
名
大

見
立
」
は
、
京
都
の
仙
田
半
助
（
生
没
年
不
詳
）
が
編
纂
し
、
一
八
銭
で
販
売
さ
れ

た
。
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
は
、
六
月
五
日
に
楯
彦
へ
と
改
号
し
て
い
る
が
、



三
四

大
坂
の
庶
民
文
学
に
影
響
を
受
け
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

《
武
家
風
俗
図
（
仮
題
）》　
明
治
三
三
年
、
倉
吉
博
物
館
所
蔵
【
図
5
】

　

本
作
品
は
『
没
後
五
十
年
展
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
紙
本
着
色
で
本
紙
の
法
量

は
縦
一
〇
九
・
七
、
横
六
三
㎝
で
あ
る
。
表
装
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
印
章
は
白

文
方
印
「
菅
藤
之
印
」、
朱
文
方
印
「
静
湖
」
で
あ
る
。
署
名
に
は
「
明
治
庚
子
三
伏　

浪
速　

静
湖
菅
直
謹
畫
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
の
作
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
静
湖
が
一
九
歳
、
四
月
二
〇
日
に
父
・
盛
南
が
亡
く
な
っ
た
年

の
夏
の
作
品
で
あ
る
。

　

画
面
手
前
で
武
士
の
女
房
が
、
土
間
と
座
敷
の
段
差
に
腰
か
け
て
、
紋
付
き
の
黒

羽
織
を
顎
で
挟
み
な
が
ら
畳
ん
で
い
る
。
女
房
の
口
は
へ
の
字
に
結
ば
れ
、
硬
い
表

情
で
あ
る
。
そ
の
女
房
の
首
に
幼
子
が
手
を
か
け
て
無
邪
気
な
表
情
で
寄
っ
て
い
る
。

画
面
奥
に
武
士
が
女
房
に
背
を
向
け
て
正
座
し
、
書
架
の
上
の
本
を
読
ん
で
い
る
横

向
き
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
女
房
も
武
士
も
継
当
て
の
あ
る
着
物
で
、
裕
福
で
は
な

い
生
活
ぶ
り
が
わ
か
る
。
紋
付
き
の
黒
羽
織
を
塗
る
墨
の
擦
れ
や
、
襖
の
引
手
の
滲

み
、
建
具
の
輪
郭
線
を
描
く
線
の
揺
ら
ぎ
が
侘
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

静
湖
は
、
暑
い
夏
の
盛
り
に
、
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
も
背
筋
を
正
し
て
励
ん
で

い
た
父
の
姿
を
思
い
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

《
藤
原
惺
窩
先
生
於
講
論
語
大
阪
城
》　
明
治
三
三
年
、
個
人
所
蔵
【
図
6
・
7
】

　

本
作
品
は
、
夏
季
企
画
展
に
出
品
し
た
も
の
で
、『
画
聖 

菅
楯
彦
名
作
大
成
』
に

掲
載
さ
れ
た
《
藤
原
惺
窩
先
生
於
講
論
語
大
阪
城
》
と
合
致
す
る
。

　

楯
彦
に
よ
る
箱
の
裏
書
【
図
8
】
に
「
是
自
二
十
一
年
前
所
作
画
也
（
こ
れ
は
二

五
十
年
展
』
と
重
複
す
る
。
ま
た
、
夏
季
企
画
展
の
調
査
に
お
い
て
二
点
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
一
点
は
『
画
聖 

菅
楯
彦
名
作
大
成
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
《
藤
原
惺
窩
先
生
於
講
論
語
大
阪
城
》
と
合
致
す
る
。

　
『
没
後
五
十
年
展
』
に
お
い
て
、
静
湖
時
代
の
作
品
は
「
日
々
の
写
生
で
得
た
描
写

力
を
い
か
し⑳
」
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、《
川
中
島
》（
一
九
〇
一
）

を
「
謙
信
を
は
じ
め
と
す
る
人
物
は
表
情
豊
か
に
、
し
っ
か
り
と
描
き
込
ま
れ
て
お

り
、
初
期
の
優
品
の
一
つ
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る㉑
。」
と
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
だ
解
説
が
付
さ
れ
て
い
な
い
静
湖
時
代
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。

落
款
に
つ
い
て

　

静
湖
時
代
の
印
章
は
七
種
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、『
没
後
五
十
年
展
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る㉒
。

　
「
静
湖
」
の
署
名
は
、「
青
」
の
上
か
ら
三
本
目
の
横
線
を
左
側
に
、「
争
」
の
中
央

の
縦
線
を
下
に
長
く
伸
ば
す
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
、『
好
色
一
代
男
』

初
版
（
一
六
八
二
年
）
で
使
わ
れ
て
い
る
書
体
【
図
1
】
に
似
て
い
る
。
ま
た
、「
湖
」

は
「
月
」
の
右
の
縦
線
を
下
に
長
く
伸
ば
す
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ん

ず
い
と
「
胡
」
の
部
分
を
一
般
的
な
文
字
よ
り
も
離
し
て
書
く
傾
向
が
あ
る
。
後
述

の
《
美
人
》
や
『
没
後
五
十
年
展
』
に
掲
載
さ
れ
た
《
月
次
風
俗
図
》
な
ど
に
見
ら

れ
る
「
湖
」【
図
2
・
3
】
の
崩
し
方
は
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
頃
に
出
版
さ
れ
た

『
雨
月
物
語
』
で
使
わ
れ
て
い
る
書
体
【
図
4
】
に
似
て
い
る
。
楯
彦
の
代
表
的
な
印

で
あ
る
朱
文
方
印
の
「
菅
」
は
冷
泉
為
恭
（
一
八
二
三
～
一
八
六
四
）
の
印
を
模
範

と
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り㉓
、
落
款
に
模
範
と
す
る
要
素
を
用
い
る
こ
と
は
静

湖
時
代
に
お
い
て
も
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
静
湖
が
当
時
、
近
世
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五

あ
る
。

　

縦
長
の
画
面
の
中
央
に
、
一
人
の
女
性
の
全
身
図
を
描
い
て
い
る
。
裾
か
ら
下
の

背
景
に
は
薄
墨
が
塗
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
空
間
の
奥
行
き
を
表
し
て
い
る
。
女
性

の
髪
型
は
、
根
結
い
垂
髪
に
鶺せ
き
れ
い鴒
髱た
ぼ

が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
初
期

の
女
性
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
白
っ
ぽ
い
無
地
の
小
袖
の
上
に
濃
色
の
裾
の
長
い

打
掛
を
纏
い
、
櫛
の
棟
に
模
様
を
施
し
た
も
の
を
挿
し
た
上
流
階
級
の
女
性
の
装
い

で
あ
る
。
打
掛
の
模
様
は
霞
取
り
で
濃
色
部
分
と
淡
色
部
分
に
分
け
、
濃
色
部
分
に

は
松
葉
文
を
散
ら
し
て
い
る
。
淡
色
部
分
に
は
薄
く
小
菊
を
尽
く
し
、
そ
の
上
に
濃

色
で
大
輪
の
糸
菊
の
花
を
描
い
て
い
る
。
顔
立
ち
は
や
ま
と
絵
風
の
引
目
鉤
鼻
に
円

ら
な
黒
目
を
書
き
加
え
た
形
で
あ
る
。

　
「
美
人
画
」
の
呼
称
は
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
普
及
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
美

人
を
描
い
た
絵
画
は
江
戸
時
代
か
ら
浮
世
絵
で
一
分
野
を
築
い
た
。
本
作
品
の
美
像

は
、
喜
多
川
歌
麿
（
一
七
五
三
？
～
一
八
〇
六
）
の
よ
う
な
縦
に
細
長
い
姿
態
で
は

な
く
、
肉
付
き
や
着
物
の
厚
み
を
感
じ
さ
せ
る
丸
み
の
あ
る
姿
態
で
あ
る
。
江
戸
時

代
の
浮
世
絵
に
お
い
て
も
、
江
戸
に
比
べ
て
上
方
の
美
人
画
は
美
化
さ
れ
た
姿
よ
り

も
個
性
を
重
ん
じ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
が
本
作
品
に
も

表
れ
て
い
る
と
見
る
。

　

本
作
品
の
署
名
の
「
湖
」【
図
2
】
の
崩
し
方
は
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
頃
に
出

版
さ
れ
た
『
雨
月
物
語
』
で
使
わ
れ
て
い
る
書
体
【
図
4
】
に
似
て
い
る
こ
と
は
先

述
し
た
。
楯
彦
は
画
題
に
よ
っ
て
落
款
に
格
差
を
付
け
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て

お
り㉔
、
美
人
画
や
風
俗
画
の
よ
う
な
浮
世
絵
的
な
性
質
の
作
品
に
は
庶
民
文
学
の
要

素
を
さ
ら
に
足
し
た
署
名
を
付
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

一
年
前
に
描
か
れ
た
絵
で
あ
る
）
如
其
用
筆
拙
姑
措
焉
追
憶
當
時
不
能
已
也
乃
筆
授

題
一
語 
辛
酉
五
月
楯
彦
（
朱
文
方
印
「
楯
彦
」）」
と
あ
り
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇

〇
）
の
作
と
な
る
。
楯
彦
は
そ
の
筆
致
の
拙
さ
を
惜
し
ん
で
い
る
。
絹
本
着
色
の
本

紙
の
法
量
は
縦
一
〇
六
・
八
、
横
四
〇
㎝
で
あ
る
。
三
段
表
装
で
軸
先
は
象
牙
で
あ

る
。
署
名
に
は
「
菅
原
朝
臣
直
方
図
也
」
と
あ
り
、
印
章
は
朱
文
方
印
「
静
湖
」
で

あ
る
【
図
9
】。

　

藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
～
一
六
一
九
）
は
、
公
家
の
冷
泉
為
純
（
一
五
三
〇
～
一

五
七
八
）
の
三
男
で
、
日
本
に
お
い
て
「
近
世
儒
学
の
祖
」
と
言
わ
れ
る
人
物
で
あ

る
。
本
作
品
で
は
書
架
の
前
に
胡
坐
を
か
い
て
座
る
横
向
き
の
姿
で
描
い
て
い
る
。

作
品
名
に
「
大
阪
城
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
中
の
御
簾
の
奥
に
関
白
秀
吉
が
い
て
、

惺
窩
の
周
り
に
い
る
の
は
秀
吉
の
家
臣
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

画
面
上
部
と
御
簾
の
境
目
を
ぼ
か
し
、
金
泥
を
霞
の
よ
う
に
塗
り
、
神
秘
的
な
回

想
場
面
を
演
出
し
て
い
る
。
画
面
左
下
の
端
を
少
し
ぼ
か
し
て
い
る
も
の
の
、
畳
の

縁
の
絵
柄
も
細
か
く
描
き
、
画
面
の
三
方
の
隅
ま
で
色
を
塗
っ
て
い
る
。
御
簾
や
畳

の
輪
郭
線
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
真
っ
す
ぐ
に
引
か
れ
、
着
物
を
塗
る
色
に
多
少
の

濃
淡
は
あ
る
も
の
の
、
擦
れ
は
無
い
。
先
述
の
《
武
家
風
俗
図
（
仮
題
）》
と
同
じ
、

書
架
に
向
か
っ
て
座
る
男
性
の
横
向
き
の
姿
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
細
部
の
表
現

に
違
い
が
見
え
る
。

《
美
人
》　
明
治
三
三
年
、
所
蔵
先
不
明
【
図
10
】

　

本
作
品
は
、『
画
聖 

菅
楯
彦
名
作
大
成
』
に
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

制
昨
年
は
本
書
に
よ
る
。
本
紙
の
み
の
掲
載
で
表
装
と
法
量
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

白
文
方
印
の
「
菅
藤
之
印
」、
朱
文
方
印
の
「
静
湖
」
の
印
章
に
「
静
湖
」
の
署
名
が
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六

暗
い
こ
と
が
窺
え
る
。
部
屋
の
土
壁
は
崩
れ
、
網
代
が
見
え
て
い
て
、
壁
の
擦
れ
た

筆
致
が
、
侘
し
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
天
井
ぐ
ら
い
の
高
い
位
置
か
ら
長
い
ひ
も
で

吊
る
さ
れ
た
袋
が
薄
い
黄
色
で
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
。
男
の
右
手
当
た
り
に
団
扇
を
描

き
、
季
節
は
夏
で
あ
る
こ
と
を
表
し
、
袋
の
光
の
正
体
が
蛍
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
姿

を
描
か
ず
に
示
し
て
い
る
。
光
を
表
す
薄
い
黄
色
の
ぼ
か
し
は
男
が
持
つ
書
物
に
及

び
、
袋
か
ら
放
た
れ
る
光
で
読
書
を
し
て
い
る
様
子
を
丁
寧
に
表
し
て
い
る
。
男
の

着
物
は
肩
と
尻
に
粗
く
継
当
て
を
し
、
穴
が
開
い
た
ま
ま
の
部
分
も
あ
る
。
胡
坐
を

か
い
て
座
る
筵
は
端
が
ほ
つ
れ
て
い
る
。
貧
相
な
恰
好
で
は
あ
る
が
、
本
を
読
む
男

の
姿
勢
は
食
入
る
よ
う
に
本
へ
向
か
っ
て
お
り
、
潜
め
た
眉
、
へ
の
字
に
結
ん
だ
口
、

真
っ
す
ぐ
な
視
線
に
真
剣
さ
が
表
れ
て
い
る
。

　

先
述
の
《
武
家
風
俗
図
（
仮
題
）》
に
も
、
貧
し
い
生
活
の
屋
内
で
、
書
を
読
む
男

の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。《
燈
下
研
書
》
の
男
の
顔
立
ち
【
図
15
】
は
、《
武
家
風
俗

図
（
仮
題
）》
の
男
【
図
16
】
よ
り
も
額
の
丸
み
が
あ
り
、
鼻
筋
が
短
く
、
手
や
肩
の

描
き
方
も
含
め
る
と
貧
弱
な
印
象
が
あ
る
。
し
か
し
、
耳
は
、
耳
た
ぶ
か
ら
耳
輪
、

耳じ

珠じ
ゅ

を
輪
郭
線
で
囲
み
、
対た
い
じ
り
ん
耳
輪
と
呼
ば
れ
る
部
分
を
一
筆
の
曲
線
で
描
く
と
こ
ろ

が
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
肩
に
継
当
て
を
し
た
服
、
ヒ
ビ
の
入
っ
た
七
輪
、
そ

の
上
の
や
か
ん
、
団
扇
と
、
描
か
れ
た
物
も
共
通
す
る
。

菅
盛
南
《
高
士
観
瀑
　
高
士
吟
行
》　
制
昨
年
不
明
、
個
人
所
蔵
【
図
17
】

　

夏
季
企
画
展
の
た
め
に
調
査
し
た
資
料
の
中
に
、「
盛
南
」
の
落
款
が
あ
る
作
品
を

確
認
し
た
。
南
画
調
の
二
幅
一
対
の
掛
け
軸
で
、
箱
に
《
高
士
観
瀑　

高
士
吟
行
》

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

箱
裏
に
「
此
双
幅
は
祖
父
菅
盛
南
翁
の
作
に
し
て
楯
彦
翁
愛
蔵
常
展
観
し
往
時
を

《
燈
下
研
書
》　
制
昨
年
不
明
、
個
人
所
蔵
【
図
11
・
12
】

　

本
作
品
は
夏
季
企
画
展
の
た
め
に
調
査
し
た
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
絹
本
墨
画
淡

彩
の
本
紙
の
法
量
は
縦
二
四
・
七
、
横
二
一
・
二
㎝
で
あ
る
。
軸
装
さ
れ
て
お
り
、

全
体
の
法
量
は
軸
先
を
除
い
て
縦
一
三
四
・
五
、
横
二
八
・
七
㎝
、
象
牙
の
軸
先
は

破
損
し
て
い
る
。
雑
木
と
み
ら
れ
る
軸
箱
に
箱
書
き
は
無
く
、「
静
湖
／
燈
下
研
書
」

と
書
か
れ
た
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　

落
款
は
画
面
の
右
側
に
「
静
湖
」【
図
13
】、
左
側
に
「
楯
彦
」【
図
14
】
の
両
方
が

あ
る
。
静
湖
の
印
章
で
あ
る
朱
文
方
印
「
菅
印
□
□
」
は
、『
没
後
五
十
年
展
』
に
は

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
楯
彦
の
印
章
で
あ
る
朱
文
方
印
「
楯
彦
」
は
、
昭
和
七
（
一

九
三
二
）
年
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
似
て
い
る
が
、「
盾
」
の
上
部
が
長
い
。

「
静
湖
」
の
署
名
は
楷
書
体
に
近
い
が
、
長
く
伸
ば
す
部
分
の
特
徴
は
他
の
署
名
と
共

通
し
て
い
る
。

　

両
方
が
付
さ
れ
た
経
緯
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
三
通
り
あ
る
。
一
つ
は
、
何

か
を
意
図
し
て
「
楯
彦
」
と
「
静
湖
」
の
両
方
の
落
款
が
絵
画
制
作
時
に
同
時
に
付

さ
れ
た
可
能
性
が
わ
ず
か
な
が
ら
に
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
絵
画
制
作
時
は
「
静
湖
」

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
後
に
「
楯
彦
」
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、

絵
画
制
作
時
は
「
静
湖
」
だ
け
で
、
後
に
楯
彦
以
外
の
人
物
が
「
楯
彦
」
を
加
え
た

可
能
性
で
あ
る
。
賛
に
は
「
是
余
未
塾
若
年
燈
下
研
書
也
（
こ
れ
は
私
が
未
熟
な
頃
、

灯
の
下
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
静
湖
が
描
い
た
絵
に
、
楯
彦

が
賛
と
印
を
付
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

侘
し
い
部
屋
で
一
人
の
男
が
小
さ
な
明
か
り
の
下
で
読
書
を
し
て
い
る
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。
蛍
雪
之
功
の
図
で
あ
る
。
大
き
な
円
形
の
窓
か
ら
見
え
る
夜
の
闇
を

薄
墨
で
表
し
て
い
る
。
室
内
も
薄
墨
が
塗
ら
れ
て
お
り
、
室
内
も
外
の
闇
と
同
様
に
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壬
寅
冬
直
菅
原
楯
彦
図
」
と
読
め
る
。
そ
の
下
に
方
印
が
捺
し
て
あ
る
よ
う
に
見
え

る
が
明
確
で
は
な
い
。

　

孟
母
断
機
の
画
題
は
中
国
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
、
そ
の
図
は
中
国
と
日
本
に
多

数
存
在
す
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
楯
彦
の
《
孟
母
断
機
》
は
、
人
物
の
心
情
表
現
を
丁

寧
に
描
き
、
そ
の
他
の
必
要
な
要
素
は
簡
潔
に
描
い
て
い
る
。
孟
母
の
顔
は
、
下
膨

れ
で
重
な
っ
た
顎
の
輪
郭
線
が
、
古
代
中
国
の
典
型
的
な
美
人
の
面
立
ち
を
踏
襲
し

て
い
る
。
切
れ
長
の
目
尻
は
吊
り
上
が
り
、
口
を
堅
く
結
び
、
目
の
前
に
跪
く
幼
い

孟
子
を
少
し
見
下
ろ
し
て
い
る
。
凛
と
し
た
戒
め
る
表
情
が
画
面
の
中
央
辺
り
に
位

置
し
、
簡
素
な
背
景
の
中
で
緊
迫
し
た
状
況
を
表
現
し
て
い
る
。

　

孟
母
の
着
る
襦じ
ゅ
く
ん裙

は
、
衿
、
袖
、
裙
の
輪
郭
線
を
濃
い
墨
で
描
き
、
そ
の
他
の
部

分
は
薄
い
墨
の
線
で
描
い
て
い
る
。
孟
子
は
跪
い
て
母
を
見
上
げ
て
い
る
。
手
は
前

で
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
、
少
し
肩
を
す
く
め
て
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
す
る
態
度
が

よ
く
表
れ
て
い
る
。
孟
母
と
孟
子
の
髪
の
毛
、
耳
、
継
当
て
の
縫
い
目
、
沓
の
網
目
、

杼ひ

に
巻
き
付
け
た
糸
、
籠
の
目
、
綜そ
う
こ
う絖

、
機は
た

の
木
目
を
描
き
込
み
、
特
に
、
髪
の
毛

は
細
い
筆
で
細
か
く
描
い
て
い
る
。
筆
の
太
さ
や
墨
の
濃
淡
を
変
え
て
、
簡
潔
な
が

ら
も
現
実
味
を
与
え
る
描
き
方
は
、
後
の
楯
彦
作
品
に
通
じ
る
特
徴
で
あ
る
。

　

本
作
品
の
参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
作
品
が
あ
る
。
河
合
玉
堂
が

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
の
絵
画
共
進
会
で
銅
牌
五
席
を
と
っ
た
《
孟
母
断
機
図
》

【
図
23
】
で
あ
る
。
楯
彦
と
玉
堂
の
両
作
品
に
は
複
数
の
共
通
点
が
見
い
だ
せ
る
。
ま

ず
、
縦
長
の
画
面
の
背
景
に
四
角
い
大
き
な
窓
を
配
す
る
構
図
が
共
通
す
る
。
孟
母

と
孟
子
の
位
置
は
左
右
反
対
で
あ
る
が
、
孟
母
が
画
面
の
奥
で
孟
子
が
画
面
の
手
前

に
位
置
す
る
関
係
が
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
機
の
綜
絖
あ
た
り
ま
で
を
描
く
点

も
共
通
し
て
い
る
。
何
よ
り
、
孟
母
の
刀
の
持
ち
方
が
重
要
な
共
通
点
で
あ
る
と
考

追
懐
せ
し
も
の
也
今
匣
に
題
す
る
ニ
当
り
一
語
を
誌
す　

昭
和
五
十
一
年
丙
辰
春
三

月
桃
花
時
曾
菅
真
人
（
朱
文
方
印
「
菅
」）」
と
あ
る
。
楯
彦
が
盛
南
の
絵
を
よ
く
鑑

賞
し
て
い
た
こ
と
が
、
楯
彦
の
甥
・
菅
（
梶
川
）
眞
人
（
一
八
九
六
～
一
九
八
三
）

に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

右
幅
【
図
18
】
に
は
、
高
士
が
筵
に
腰
か
け
て
滝
を
見
上
げ
て
い
る
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
高
士
の
横
顔
の
描
き
方
【
図
19
】
は
、
小
鼻
、
唇
を
輪
郭
線
で
描
き
、
耳

内
の
描
き
方
は
、《
燈
下
研
書
》
の
男
と
は
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
士
の
髪
の

毛
や
髭
を
細
い
筆
で
細
か
く
書
き
込
ん
で
い
る
こ
と
、
筵
の
網
目
や
七
輪
の
ひ
び
な

ど
、
細
部
を
丁
寧
に
書
き
込
む
点
は
《
燈
下
研
書
》
と
共
通
し
て
い
る
。
細
い
目
、

衿
、
袖
口
を
濃
い
墨
色
の
輪
郭
線
で
囲
ん
で
描
い
て
い
る
点
も
《
燈
下
研
書
》
と
共

通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。《
燈
下
研
書
》
は
盛
南
の
影
響
を
強
く
受
け
た
静
湖
初

期
の
作
品
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

《
孟
母
断
機
》　
明
治
三
五
年
、
所
蔵
先
不
明
【
図
20
】

　

本
作
品
は
楯
彦
の
署
名
で
あ
る
が
、
静
湖
と
楯
彦
の
境
界
に
位
置
す
る
作
品
の
一

例
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。『
画
聖 

菅
楯
彦
名
作
大
成
』
に
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
本
紙
の
み
の
掲
載
で
表
装
と
法
量
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
署
名
か

ら
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
静
湖
が
二
四
歳
に
な

り
、
六
月
五
日
に
鎌
垣
春
岡
か
ら
「
楯
彦
」
の
号
を
授
か
っ
た
年
の
作
品
で
あ
る
。

　

画
面
右
下
の
印
章
【
図
21
】
は
朱
文
方
印
の
四
文
字
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
は
っ
き

り
と
読
み
取
れ
な
い
。『
没
後
五
十
年
展
』
に
掲
載
さ
れ
た
印
章
の
中
に
、
明
治
三
五

年
（
一
九
〇
二
）
の
《
孟
母
断
機
》
か
ら
引
用
し
た
朱
文
方
印
の
「
菅
原
朝
臣
」
が

あ
る
が
、
一
致
す
る
か
は
確
か
で
は
な
い
。
画
面
左
下
の
署
名
【
図
22
】
は
、「
明
治
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い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
硬
く
重
み
の
あ
る
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
筆
致
が
共
通
す
る

特
徴
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

静
湖
時
代
の
活
動
は
、
現
在
普
及
す
る
日
本
美
術
史
に
は
収
ま
ら
な
い
絵
師
の
生

き
方
を
示
し
て
く
れ
る
。
静
湖
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
文
化
が
根
強
く
残
る
大
阪

で
、
当
時
の
国
粋
主
義
に
傾
倒
し
な
が
ら
も
、
新
聞
の
挿
絵
や
展
覧
会
と
い
う
新
し

い
文
化
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
対
極
と
も
と
れ
る
経
験
が
、
楯
彦
の
画
業
と
画
風
を
幅

広
い
も
の
へ
と
至
ら
し
め
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

静
湖
時
代
に
お
け
る
「
日
本
美
術
」
と
い
う
概
念
は
黎
明
期
で
あ
り
、
現
在
普
及

す
る
日
本
美
術
史
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
近
代
の
画
家
の
よ
う
な
活
動
は
、
当
時

の
絵
画
制
作
者
の
中
で
は
圧
倒
的
少
数
の
出
来
事
で
あ
る
。
静
湖
は
当
時
の
絵
画
制

作
者
の
圧
倒
的
多
数
の
中
の
一
人
で
あ
り
な
が
ら
、
楯
彦
と
し
て
明
治
神
宮
の
聖
徳

記
念
絵
画
館
に
壁
画
《
皇
后
冊
立
》
を
奉
納
し
、
日
本
画
家
で
初
め
て
芸
術
院
恩
賜

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
偉
大
な
経
歴
を
併
せ
持
つ
特
異
な
存
在
な
の
で
あ
る
。「
一
介

の
町
絵
師
」
を
自
称
し
た
こ
と
は
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
自
認
し
て
い
た

表
れ
で
あ
り
、
静
湖
時
代
へ
の
原
点
回
帰
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
と
れ
る
。

　

筆
者
は
、
夏
季
企
画
展
の
準
備
段
階
で
は
、
楯
彦
は
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在
だ
と
思

っ
て
い
た
が
、
会
期
中
に
、
以
前
か
ら
楯
彦
の
フ
ァ
ン
で
コ
レ
ク
タ
ー
だ
と
い
う
人

や
、
生
前
の
楯
彦
と
交
流
を
持
っ
た
人
の
子
孫
な
ど
が
来
館
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、

最
近
の
大
坂
画
壇
の
展
覧
会
で
楯
彦
作
品
を
観
て
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と
い
う
人
が
近

畿
圏
だ
け
で
は
な
く
、
関
東
圏
か
ら
も
来
館
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
現
代
で
は
忘

え
る
。
静
湖
と
玉
堂
と
も
に
、
孟
母
は
刀
を
逆
手
で
持
っ
て
い
る
。
玉
堂
の
作
品
で

は
、
刀
が
布
の
近
く
に
あ
り
、
孟
母
が
ま
さ
に
布
を
断
ち
切
っ
て
い
る
瞬
間
を
描
い

て
い
て
、
そ
の
体
制
か
ら
逆
手
で
刀
を
持
つ
状
態
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
上
に
、
怒

り
を
込
め
て
力
強
く
断
ち
切
る
様
子
が
表
れ
て
い
る
。
静
湖
の
作
品
で
は
、
刀
は
布

か
ら
離
れ
て
い
る
が
、
刀
を
持
つ
手
が
よ
く
見
え
る
位
置
に
あ
り
、
孟
母
の
狂
気
が

よ
り
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
。

　

玉
堂
の
《
孟
母
断
機
図
》
は
『
日
本
美
術
画
報　

四
編
巻
五
』（
一
八
九
七
年
一
〇

月
二
五
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
、
楯
彦
が
目
に
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
も

し
、
楯
彦
が
玉
堂
の
作
品
を
参
考
に
し
て
い
た
と
し
て
、
孟
母
と
孟
子
の
位
置
関
係

を
左
右
反
対
に
し
た
理
由
は
、
孟
母
が
刀
を
握
る
右
手
を
画
面
の
手
前
に
配
置
し
、

孟
母
の
狂
気
を
よ
り
強
く
印
象
付
け
る
た
め
だ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

両
作
品
で
異
な
る
点
は
、
玉
堂
の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
窓
か
ら
の
ぞ
く
竹
、
孟

母
の
裙
の
絵
柄
、
腰
の
下
に
敷
い
た
鹿
の
毛
革
が
、
楯
彦
の
作
品
に
は
描
か
れ
て
い

な
い
点
で
あ
る
。
楯
彦
の
作
品
で
は
、
孟
母
が
着
る
襦
の
肩
に
継
当
て
を
描
き
、
壁

面
と
床
を
斑
な
薄
墨
で
塗
り
、
玉
堂
の
作
品
よ
り
も
侘
び
た
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。

　
《
孟
母
断
機
》
を
描
い
た
翌
年
の
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
、
楯
彦
は
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
《
兼
好
法
師
之
図
》
を
出
品
し
て
い
る㉕
。

楯
彦
は
展
覧
会
へ
の
出
品
を
好
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
母
の
強
引
な
薦
め
が
あ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。《
孟
母
断
機
》
に
見
る
孟
母
の
よ
う
な
厳
し
い
激
励
が
あ
っ
た
こ
と
を

想
像
す
る
。

　

静
湖
時
代
の
作
風
は
、
軽
妙
洒
脱
が
特
徴
で
あ
る
楯
彦
と
は
異
な
り
、
少
な
い
作

例
の
中
に
四
条
派
、
美
人
画
、
戯
画
な
ど
、
画
題
に
よ
っ
て
多
様
な
形
式
を
見
せ
て
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【図 １】　『好色一代男』初版（１682年）の「静」

【図 ４】『雨月物語』（１776）の「湖」

【図 ５】　《武家風俗図（仮題）》

【図 2】
《美人》の落款

【図１０】　《美人》

【図 ３】
《月次風俗図》の落款
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【図 6】
《藤原惺窩先生於講論語大阪城》
本紙

【図 ９】
《藤原惺窩先生於講
論語大阪城》落款

【図 8】
《藤原惺窩先生於講
論語大阪城》箱裏書

【図 7】
《藤原惺窩先生於講論語大阪城》
全体



四
二

【図１１】
《燈下研書》本紙

【図１2】
《燈下研書》全体

【図１３】
《燈下研書》静湖落款

【図１6】
《武家風俗図（仮題）》（部分）

【図１５】
《燈下研書》（部分）

【図１４】
《燈下研書》楯彦印章



四
三

【図１8】
菅盛南《高士観瀑　高士吟行》右幅本紙

【図１7】
菅盛南《高士観瀑　高士吟行》双幅全体

【図１９】
菅盛南《高士観瀑　高士吟行》
右幅本紙（部分）
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四

【図2３】川合玉堂《孟母断機図》本紙 【図2０】《孟母断機》本紙

【図2１】
《孟母断機》印章

【図22】
《孟母断機》落款
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